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ご あ い さ つ Top Message

　株主の皆様には平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　ここに当社グループの第83期（2019年4月1日から2020年 
3月31日まで）の事業の概況をご報告申し上げます。よろしく
ご高覧賜り、今後ともより一層のご支援、ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

事業の概況について
　当連結会計年度におけるわが国経済は、横ばい圏で推移しておりましたが、消費税率引き上げや新型コロナウイ
ルス感染症の影響で年度末にかけて急速に悪化いたしました。企業収益は製造業を中心に悪化し、個人消費は、消
費税率引き上げの影響で大幅に減少した後、緩やかに持ち直しておりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大に
伴う各種イベントの中止、外出自粛の影響などから落ち込んでおります。消費者物価（生鮮食品を除く総合）は食料・
外食を中心に物流費、人件費等のコスト増を価格転嫁する動きがみられるものの、原油価格の下落に伴いエネルギー
価格が下落していることから、ゼロ%台の伸びが続いております。
　当社グループの属する業界も、異業種を含む大手企業の新規参入など更なる競合激化は続いており、当社グルー
プを取り巻く環境は依然として厳しいものとなっております。
　このような経済状況のもとで、当社グループは、「伝統と技術と人材力を価値にする」をビジョンとし、引き続
き積極的な営業活動を展開しております。当連結会計年度においては、当社独自の機能性素材であるローズヒップ
の販売が前年同期と比べ増収となりましたが、機能性表示食品「ヘルスエイド®シリーズ」や、プロバイオカプセ
ルの受託の販売が前年同期と比べ減収となりました。
　この結果、当連結会計年度の業績は、売上高9,774百万円（前年同期比3.1%減）、営業利益453百万円（前年同
期比8.6%増）、経常利益507百万円（前年同期比12.9%増）、親会社株主に帰属する当期純利益322百万円（前年
同期比8.4%減）となりました。

連 結 財 務 ハ イ ラ イ ト Consolidated Financial Highlights
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セ グ メ ン ト 情 報 Segment Information

ヘルスケア事業 カプセル受託事業

医薬品から食品、産業用まで進化し続けるシームレスカプセル技術 � 　
　創業者・森下博は、「飲みやすく、携帯・保存に便利な薬を作
りたい」という思いで「仁丹」を開発しました。
　「健康とともに安心と安全をお届けする」この健康理念のもと、
原料を厳選し、優良品を製造することを志とするその思いは今も
受け継がれ、独自のカプセル技術とこだわりの品質の製品を、毎
日健康で過ごしたいと願う全ての皆様にお届けしています。

　「液体の仁丹を作れないか」その思いから開発がはじまり、今で
は森下仁丹のコア技術として発展した「シームレスカプセル技術」。

　粉末、液体、微生物など様々なものを包むことができ、また、
皮膜の調整により、ドラッグデリバリーシステムを実現する医薬品
から、食品、産業用まで様々な分野への展開が可能です。

■当期の概況
　当セグメントにおきましては、当社独自の機能性素材であるローズヒップが前年同期と比べ増収と
なりましたが、機能性表示食品「ヘルスエイド®シリーズ」や、メディケア商品が前年同期と比べ減
収となり、売上高は、7,304百万円と前年同期と比べ192百万円の減収となりました。
　損益面では、売上高が低調に推移するなか、効率的な費用投下に努めたこともあり、セグメント利
益は、365百万円と前年同期と比べ6百万円の減益に留まりました。
※報告セグメントの変更等に関する事項
　当連結会計年度より、経営管理区分の変更に伴い、従来「その他」に区分しておりました子会社の一部について、

「ヘルスケア事業」へ区分しております。なお、前年同連結会計期間のセグメント情報は、当該変更後の報告セグメ
ントの区分に基づき作成したものを開示しております。

■当期の概況
　当セグメントにおきましては、プロバイオカプセルの受託が前年同期と比べ減収となり、売上高は、
2,394百万円と前年同期と比べ187百万円の減収となりました。
　損益面では、開発体制の効率化を図るべく、設備の合理化を図ったことなどにより、セグメント損
失は、7百万円と前年同期と比べ84百万円の減益となりました。
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連 結 財 務 諸 表 Consolidated Financial Statements

連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）連結損益計算書
当 連 結
会 計 年 度

（2020年3月31日現在）

前 連 結
会 計 年 度

（2019年3月31日現在）

資 産 の 部
流 動 資 産 6,258 5,691
現 金 及 び 預 金 2,475 2,293
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 1,760 1,634
商 品 及 び 製 品 853 713
仕 掛 品 590 455
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 470 499
未 収 入 金 34 26
そ の 他 84 80
貸 倒 引 当 金 △11 △11
固 定 資 産 8,129 8,430
有 形 固 定 資 産 4,903 5,358
建 物 及 び 構 築 物 4,512 4,414
減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,897 △2,610
建物及び構築物（純額） 1,614 1,804
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 4,800 4,735
減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,056 △3,764
機械装置及び運搬具（純額） 743 970
土 地 2,189 2,217
建 設 仮 勘 定 27 17
そ の 他 1,622 1,312
減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,294 △965
そ の 他 （ 純 額 ） 328 347

無 形 固 定 資 産 317 271
そ の 他 317 271
投 資 そ の 他 の 資 産 2,908 2,800
投 資 有 価 証 券 2,844 2,735
長 期 貸 付 金 6 5
繰 延 税 金 資 産 3 4
そ の 他 54 54
貸 倒 引 当 金 △0 △0

資 産 合 計 14,387 14,121

当 連 結
会 計 年 度

（2020年3月31日現在）

前 連 結
会 計 年 度

（2019年3月31日現在）

負 債 の 部

流 動 負 債 2,313 2,319

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 942 821

1年内返済予定の長期借入金 408 334

未 払 費 用 485 409

未 払 法 人 税 等 77 96

賞 与 引 当 金 173 191

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 ― 118

返 品 調 整 引 当 金 33 41

売 上 割 戻 引 当 金 20 21

設 備 関 係 支 払 手 形 54 33

そ の 他 117 251

固 定 負 債 2,060 2,030

長 期 借 入 金 821 860

繰 延 税 金 負 債 611 557

退 職 給 付 に 係 る 負 債 580 576

そ の 他 47 36

負 債 合 計 4,374 4,350

純 資 産 の 部

株 主 資 本 9,018 8,841

資 本 金 3,537 3,537

資 本 剰 余 金 965 963

利 益 剰 余 金 4,648 4,479

自 己 株 式 △133 △139

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 995 930

その他有価証券評価差額金 995 928

退職給付に係る調整累計額 △0 1

純 資 産 合 計 10,013 9,771

負 債 ・ 純 資 産 合 計 14,387 14,121

当連結会計年度
2019年4月  1日から（2020年3月31日まで）

前連結会計年度
2018年4月  1日から（2019年3月31日まで）

売 上 高 9,774 10,090
売 上 原 価 4,589 4,700
売 上 総 利 益 5,184 5,390
販売費及び一般管理費 4,731 4,972
営 業 利 益 453 417
営 業 外 収 益 67 45
営 業 外 費 用 14 13
経 常 利 益 507 449
特 別 利 益 0 ―
特 別 損 失 46 ―
税金等調整前当期純利益 460 449
法人税、住民税及び事業税 118 128
法 人 税 等 調 整 額 20 △31
当 期 純 利 益 322 351
親会社株主に帰属する当期純利益 322 351

（単位：百万円）連結株主資本等変動計算書（2019年4月1日から2020年3月31日まで）
株 主 資 本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株 主 資 本

合　　 計
そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

退 職 給 付
に 係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

2019年4月1日残高 3,537 963 4,479 △139 8,841 928 1 930 9,771
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 △152 △152 △152
親会社株主に帰属する当期純利益 322 322 322
自己株式の取得 △0 △0 △0
自己株式の処分 1 6 8 8
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連結会計年度中の変動額（純額） 66 △2 64 64

連結会計年度中の変動額合計 ― 1 169 6 177 66 △2 64 241
2020年3月31日残高 3,537 965 4,648 △133 9,018 995 △0 995 10,013

（単位：百万円）連結キャッシュ・フロー計算書
当連結会計年度
2019年4月  1日から（2020年3月31日まで）

前連結会計年度
2018年4月  1日から（2019年3月31日まで）

営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー 804 751

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △505 △441

財 務 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △117 △113

現金及び現金同等物の
増 減 額（ △ は 減 少 ） 182 195

現金及び現金同等物の
期 首 残 高 2,293 2,097

現金及び現金同等物の
期 末 残 高 2,475 2,293
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ト ピ ッ ク ス Topics

TOPICS

1

東京オフィス

長浜工場

大阪本社

大阪テクノセンター

滋賀工場

ネ ッ ト ワ ー ク Network

商 号 森 下 仁 丹 株 式 会 社 MORISHITA JINTAN CO., LTD.

資 本 金 35億3,740万円

事 業 の 内 容 医薬品、医薬部外品、医療機器、化粧品、食品及び雑貨等の製造販売

事業所及び工場
本 社 大阪市中央区玉造一丁目2番40号 電話（06）6761－1131（代表）
大阪テクノセンター 大阪府枚方市津田山手二丁目11番1号 電話（072）800－1040
滋 賀 工 場 滋賀県犬上郡多賀町大字四手諏訪960番地12 電話（0749）48－7370
長 浜 工 場 滋賀県長浜市小野寺町字下寺70番7 電話（0749）74－8500
東 京 オ フ ィ ス 東京都千代田区神田富山町10番地2 アセンド神田ビル6F 電話（03）6206－8138

【関連会社】
●株式会社森下仁丹ヘルスコミュニケーションズ

SDGsへの取り組みについて。

 誰もが健康、笑顔で暮らせる毎日を 

　創業の理念・企業行動憲章に基づき、健康に貢献する製品・
素材を提供するヘルスケア事業本部及び顧客志向で技術革新
を目指すカプセル事業本部を両輪とし、地球環境保全の責任
を担う生産本部、それら活動を下支えする管理部門など、関連
会社を含む全従業員が一丸となって社会的課題の解決に取り
組んでまいります。

当社は、経済産業省と日本健康会議が推奨する
「健康経営優良法人2020」に、2年連続で認定されました。

TOPICS

2

　当社は、1893年創業来ヘルスケア企業の先駆けとして人々へ製品を提
供するだけでなく、大正15年（1926年）には健康保険組合を設立し、当時
より、従業員の健康へも目を向け事業活動を行ってまいりました。今後も
従業員一人ひとりの健康意識をさらに高めていくと共に、健康維持・増進
を支援する健康施策や職場環境づくりなどを通し健康経営を推進してま
いります。
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会社概要・株式の状況 Corporate Data・Stock Data

役　員（2020年6月26日現在）
代 表 取 締 役 社 長 森 下 雄 司

取 締 役
（ 社 外 取 締 役 ） 杉 浦 一 哉

取 締 役
（ 社 外 取 締 役 ） 末 川 久 幸

取 締 役
（常勤監査等委員） 光 永 健 治

取締役（社外取締役）
（ 監 査 等 委 員 ） 石 原 真 弓

取締役（社外取締役）
（ 監 査 等 委 員 ） 石 黒 　 訓

常 務 執 行 役 員 目 黒 一 夫

常 務 執 行 役 員 森 田 真 司

執 行 役 員 笹 野 恭 行

大株主の状況（2020年3月31日現在）
株 主 名 持株数（千株）持株比率（％）

株式会社森下泰山 1,095 26.9

ロート製薬株式会社 355 8.7

公益財団法人森下仁丹奨学会 211 5.1

株式会社三菱UFJ銀行 132 3.2

日本生命保険相互会社 111 2.7

株式会社ラクサン 106 2.6

株式会社徳島大正銀行 88 2.1

三菱UFJ信託銀行株式会社 88 2.1

森下仁丹取引先持株会 66 1.6

ピップ株式会社 43 1.0

（注）�当社は、自己株式78,909株を保有しておりますが、上記大株主から除いておりま
す。また、持株比率については、自己株式を控除して算出しております。

株式の状況（2020年3月31日現在）
発行可能株式総数………… 9,600,000株
発行済株式の総数………… 4,150,000株
株主数…………………………… 5,103名

当社ホームページのご案内

当社WEBサイトで各種情報を公開しております。
是非一度ご覧ください。
https://www.jintan.co.jp

▲ トップページ

▲ IR情報

株主メモ

事業年度末日 3月31日

期 末 配 当 金
受領株主確定日 3月31日

（中間配当を行う場合　毎年9月30日）

定時株主総会 毎年6月

公 告 の 方 法 電子公告（https://www.jintan.co.jp）
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電
子公告により行うことができない場合は、日本経
済新聞に掲載して行う。

金融商品取引所 株式会社東京証券取引所　市場第二部

株主名簿管理人
特別口座口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
　電話（通話料無料）　0120-094-777
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